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二
〇
〇
三
年
の
総
選
挙
以
降、
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
民
党（
以
下、
人
民
党
）
の
圧
勝
が
続
い
た
が、今回の選挙で野党救国党が躍進し、カンボジア政治はひとつの転換点をむかえている。このような変化を、政治の表舞台に立つことのない農民や若者といった一般のカンボジア国民はど ように眺め、そして経験したのだろうか。　
こ
れ
ま
で
人
民
党
政
権
の
安
定
を
支
え
て
き
た
も
の
の
ひ
と
つ
は
、
強
固
な
党
組
織
、
党
員
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
っ
た
。
農
村
部
に
お
い
て
は
、
選
挙
権
を
も
つ
村
人
の
名
簿
が
作
成
さ
れ
、
選
挙
が近
づ
く
と
そ
れ
を
も
と
に党
組
織
は
票
を
読
み
、
今
後
の選
挙
活
動
の
展
開
戦
略
を
練る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
南
部
タ
カ
エ
ウ
州
Ｔ
村
で
は
、
名
簿
は
人
民
党
支
持
者
を
あ
ら
わ
す
「
白
」、
野
党
支
持
者
を
あ
ら
わ
す
「
黒
」、
ま
だ
支
持
政
党
を
明
確
に
し
て
い
な
い者
を
あ
ら
わ
す
「
グレ
ー
」
の
三
色
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。
　
人民党から支持者に対する贈与
のための集会も、選挙恒例の光景である。その集会は村の党組織によ
っ
て
催
さ
れ、
党
員
の
な
か
の
グ
ループ長らがこれに参加した。集会が始まると、国の安定と発展に寄与した党の功績 説明される。そして選挙日には「人民党」 、文字が読めない村人には投票用紙の党番号である「四」に、投票するよう呼びかけられ、そ 後党員にサロン（女性 日常的に着用する布）が配布されるのである。　
こ
の
集
会には
参
加
せ
ず
、
サ
ロ
ン
が
配
ら
れる
様
子
を
眺
め
て
いた
「
グ
レ
ー
」
の
村
人
（
四
〇
代
女
性
）
は
、
党
の
熱
心
な
選
挙
運
動
に関
し
「
光
は
暗
闇
を
つく
る
もの
だ
」
と
話
し
た
。
彼
女
は
、
選
挙
活
動
で
見
落
と
さ
れ
て
い
る
村
の
暗
闇
の
部
分
こ
そ
が
重
要で
あ
り
、
救
国
党
の方
は
私
た
ち
の暗
闇
を
知
っ
て
い
る
⑴の
だ
と
い
う
。
　
人々の「色」と実際の信条は常
に一致しているわけではない。党組織に常に協力的な「白」に分類さ
れ
る
村
人（
四
〇
代
男
性
）
は、
「（人民）党を支援 のは村の中で生活しやすくするためで、心
の
な
か
で
は
野
党
を
支
持
し
て
い
る。このままでは金持ちは金持ちのまま、貧しい者は貧しいまま変わらない」と語った。　
筆者が都市から農村に向かう乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
に
乗
車
し
て
い
た
時、運転手と三人の乗客 間で次のような会話が交わされた。　
運転手（五〇代男性）の所有す
る
車
に
は
人
民
党
の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
貼
っ
て
あ
っ
た。
道
中、
「
変
え
る
か、
変
え
な
い
か！
革
命
だ！」
「
七
（
投
票
用
紙
の
救
国
党
の
番
号
）！」
と声高に叫ぶ救国党の選挙運動の若者らを窓 ら眺め、彼は「変えてみろ」とつぶやいた。それに対し、ベトナム国境のカジノに出稼ぎをし いる農村出身の乗客（三〇
代
女
性
）
は、
Facebook に
彼
女
の友人がアップロードした救国党の選挙活動の動画を周りの客に見せながら、プノンペンの 達が人民党 運 に協力して、救国党を支援するための資金を稼いでいる投稿を紹介した。そしてこのようにＳＮＳを通じ毎日全国の若
者
が
選
挙
に
関
す
る
情
報
交
換
を
行っていると話した。　
会話のなかで、人民党支持かと
尋ねられた運転手は「以前は熱心な支持者だったが、生活は何も変わ
ら
な
い。
も
し
救
国
党
が
本
当
に
（
掲
げ
て
い
る
政
策
を
）
実
施
で
き
る
な
ら
ば、
み
ん
な
の
生
活
が
良
く
な
り、客も増えると思う。だから今回は救国党に投票しようと思っている。変わったところが見てみたい」と話した。　
今回の選挙運動では、党員への
物資の贈与 いうこれまでの選挙と変わらな 光景もみられ が、「強
固
」
だ
と
さ
れ
た
党
の
支
持
基
盤
で
あ
る
党
員
ら
の
内
面
に
は「
揺
ら
ぎ
」
が
生
じ
て
い
た。
そ
の「
揺
ら
ぎ」を引き起こしたのは、彼らの変化のみえない生活への憤りとよりよい生活への希求であった。そし
て、
野
党
支
持
層
の
拡
大
を
促
し
た、
若
者
世
代
に
急
速
に
普
及
す
る
ソーシャルメディアの存在も見落とすことができな 。　
このような都市と農村を巻き込
んだ大きなうねりのなかにあるカンボジア政治のマクロ、ミクロレベルの展開を今後も注視 ていかなければならないだろ 。（あ
き
ほ
　
さ
や
か
／
筑
波
大
学
大
学
院
　
人
文
社
会
科
学
研
究
科、
日
本
学
術
振
興
会
　
特別研究員）
《注》⑴
 平
和
や
安
定
、
経
済
成
長
に
政
策
の
焦
点
が
あ
る
人
民
党
に
対
し
、
救
国
党
は
、
農
民
、
若
者
、
工
場
労
働
者
、
公
務
員
、
高
齢
者
の
生
活
向
上
に
関
す
る
政
策
を
掲
げ
て
い
る
。
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